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2 病性鑑定の高位平準化を目指した共有サーバの活用 

 

県央家畜保健衛生所      

小笠原悠、阿部祥次、山口修 

 

【はじめに】 

本県では県央・県南・県北の各家畜保健衛

生所（以下、家保）において、それぞれが病

性鑑定を実施している。そのため、県内にお

ける採材及び検査法の平準化を目的として、

年度当初に病性鑑定担当者会議を開催してい

る。加えて、近年では新技術の伝達及び職員

の技能向上を目的に、細菌検査と病理解剖に

関する解説、実技や精度管理に関する内容を

盛り込んだ疾病診断技術研修会を開催してい

る。一方、設備面として、本県では昨年 9月

から共有サーバの運用が開始され、各家保の

情報を容易に共有する環境が整備された。こ

のサーバは、家保全職員と畜産振興課の一部

職員が、常時接続することが可能となってい

る。 

そこで今回、家保全職員を対象とした病性

鑑定の更なる高位平準化を目指すべく、共有

サーバを活用した取組を行ったので、その概

要を報告する。 

 

【取組内容】 

取組項目は、疾病診断技術研修会後に行っ

たアンケートの結果等を参考にした。 

多かった要望は、呼吸器病等で現場へ採材

に行く際に参考となる簡易な資料が欲しい、

牛の解剖動画に説明がなく理解しづらいため

実技を実施して欲しい、細菌検査の方法や注

意点などを教えて欲しい、他の家保で発生し

た症例の詳細が知りたい等であった。そこで、

各要望に対し、既存の資料 1)2)や職員の意見

をもとに、現場採材マニュアル、解剖マニュ

アル、細菌検査マニュアル、症例集を作成し

た。なお、作成した資料は共有サーバにアッ

プロードし、有効活用するために周知すると

ともに情報を共有した。 

 

1 現場採材マニュアル 

病性鑑定の依頼の中で、主症状として大半

を占める牛呼吸病及び下痢症を想定し、現場

における採材のためのマニュアルを作成した。

なお、様式は携行性を考慮し A4版表裏1枚に

収めた。表面は必要となる資材をチェック式

で、重要な聞き取り項目を直接記入式で記載

し、裏面には現場での作業の流れについて記

載した。例としては、鼻汁採取の項目では滅

菌綿棒を挿入する前にアルコール綿で入念に

消毒すること、スワブはウイルス及び細菌検

査用に2本以上採取すること並びに輸送条件

等、重要と考えられる項目を記載した（図 1）。

本資料を用いることで、聞き取り項目及び作

業内容を確認でき、過不足なく情報や試料を

得ることができると考えられる。 

図1 現場採材マニュアル 
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図2 牛の解剖動画対応説明書（一部抜粋） 

2 解剖マニュアル 

牛の解剖動画（動物衛生研究所）に対応さ

せた説明書を作成した。説明書の項目は、動

画の見出し、チャプター、各作業手順及び要

点を再生時間に対応させ併記した。なお、各

作業手順とその要点については、動画制作者

が執筆した資料 2)等を参考にした。 

剥皮後の一手順を例に挙げると、「鼠径部

から下顎部まで正中切開、剥離。下顎腺、耳

下腺、各リンパ節及び頚部胸腺を採取し胸腺

は重量を測定。各唾液腺は組織像で区別でき

るためラベル不要」として作業内容と留意点

を記載し、動画では再生時間の 12分 58秒か

ら20分8秒の間に録画されていることがわか

るようにした（図2）。本取組は、(1）解剖の

方法手順を大枠で確認する、（2）解剖の方法

手順の詳細について確認する、（3）動画を見

て分からない部分を説明書で確認する、ある

いはその逆など、利用者が使い易い様式を心

がけた。 

また、豚については、解剖動画の作成から

取り組んだ。実際に豚の解剖を動画で撮影後、

字幕で説明や要点を挿入し、説明書を不要と

した。例として、扁桃の採材は、扁桃の半分

をウイルス・細菌検査用に、残りを病理検査

用に採取すること(図 3)。肝臓の採材は、右

葉の厚い部分・左葉・胆嚢（実質付き）・肝リ

ンパ節（実質付き）を採取すること並びに左

葉は薄く右葉は厚いためラベルは不要である

こと(図 4)。その他、一括して開胸・開腹す

る方法(図 5)、開頭後の採材方法など(図6)、

いずれも可能な限り視覚的に捉えられること

を重視して作成した。 

図3 扁桃の採材 

図4 肝臓の採材 
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図5 一括した開胸・開腹 

図6 脳の採材 

 

3 細菌検査マニュアル 

採取した臓器の無菌操作及び分離用培地

に塗布するまでの一連の細菌検査手技に関す

る資料を Power Point形式で作成した。図 7

は、資料のうち、臓器のスタンプ部からエー

ゼで培地に塗抹するまでの解説である。写真

及び図による塗抹の方法や、スタンプ部の一

カ所はコンタミ確認用として残すといった要

点等を記載した。本取組も、可能な限り視覚

的に捉えられることを重視した。 

 

 

 

 

 

 

 

図7 細菌検査マニュアル（一部抜粋） 

 

4 症例集 

過去に県内で認められた症例のうち典型

例や希少例71事例について調書、検査結果、

回答及び解剖写真をまとめたもの一式を 1症

例としてフォルダに収納した。解剖写真とま

とめは、操作性の向上と容量圧迫の改善を図

るため、Power Point形式にした。また、症

例によっては病理写真も合わせて収納した。

解剖写真には、その部位と所見や要点等を追

記した。図8は、プロテウス属菌による腎炎

の一例についての解剖写真とまとめである。

腎盂に多数の結石があること、皮質が放射状

に白色化していること並びに白い結石は感染

結石とも呼ばれ細菌感染を疑うことを追記し

ているほか、菌の詳細や希少例であったこと

等を記載した。その他、類症鑑別や所見の記

載の改善点なども記載した。 

図8 まとめた症例の一例 
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図9 症例目録（一部抜粋） 

さらに、今後、症例が増えていくことを想

定し、動物種、症状、診断名、所見のほか、

受付日、管轄家保、農家名、日齢等も記載し、

閲覧者が項目毎に検索できる目録を作成した

（図 9）。また、操作性を良くするため通し番

号を付け、クリックすると当該フォルダが開

けるようにリンクを添付した。 

  

【アンケート】 

今回作成した資料の改善を目的とし、県内

の家保職員を対象に、病性鑑定をする上での

活用性、改善点、要望に関するアンケート調

査を実施した（対象 45人、回答数 35、回答

率78%）。今後活用したいとの回答が75％、改

善次第で活用したいとの回答が 19％、計94％

の職員が本取組に対して肯定的な回答であっ

た（図 10）。 

図10 アンケート結果 

具体的な改善点として、現場採材マニュア

ルは「複数頭記入できる様式にしてほしい｣、

細菌検査マニュアルは「現状では初心者用と

して内容が不足している｣、症例集は「一部写

真の質やサイズが不適である｣等の意見が挙

がった。 

また、現場採材マニュアルは「豚や鳥など

の他の畜種、他の疾病にも対応させてほしい｣、

解剖マニュアルは「鳥の解剖動画も製作して

ほしい｣、症例集では「目録は臓器ごとの所見

で検索できるような様式にしてほしい｣とい

った要望が挙がった。 

その他、取組全体への意見として、｢資料

の保管場所がサーバ上と統一されており、人

事異動で配属先が変わった場合でも、常時参

照することができ安心｣、｢今後も継続して改

善・修正していくためには、データ編集につ

いてのルールや管理者を明確にするべき｣と

の意見も挙がった。なお、現在も資料の一部

については、アンケートで得られた意見を基

に、継続して改善を行っている。 

 

【まとめ及び今後の展望】 

本取組で作成したものは視認性・利便性を

重視しており、主に中級者以上の作業確認や

初級者等が仮想の経験を積む一助となり、職

員全体の資質技能及び技術の向上に繋がるこ

とが期待できる。また、アンケートの結果も

高評価であったことから、本県における病性

鑑定の高位平準化に役立つと考えられる。さ

らに、共有サーバに情報を蓄積しているため、
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常時閲覧ができ、必要に応じて随時更新でき

ることが本取組の最大の利点である。重要な

課題としては、アンケートの回答にもあった

ように、管理者の設定やデータ編集について

の決まりの明確化が挙げられる。これらの課

題については、今後病性鑑定担当者会議等で

協議が必要と考えられる。また、今後の継続

のためには、病性鑑定の担当者はもとより、

各職員の協力が必要不可欠である。今後も、

定期的に改善点や要望を募り、資料の充実化

を継続することで、病性鑑定の更なる高位平

準化を目指したい。 

稿を終えるにあたり、参考資料を提供くだ

さった、国立研究開発法人農業・食品産業技

術総合研究機構動物衛生研究所の諸先生方に

深謝する。 
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